
平
成
２
２
年
１
２
月
、
手
術
室
に

移
動
型
血
管
撮
影
装
置
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
鳥
取
県
東
部
地
区
の
病
院

で
は
初
め
て
の
装
置
で
す
。
こ
の
装

置
が
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
手
術
室

で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
留
置
術
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
間
の

連
携
と
安
全
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

◆

診
療
放
射
線
技
師
の
役
割

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
の
留
置
に

は
、
血
管
の
傾
き
や
ね
じ
れ
な
ど

の
走
行
、
ま
た
血
管
の
分
岐
位
置

な
ど
を
留
置
の
目
安
と
し
て
い
ま

す
。
安
全
に
こ
の
手
技
を
行
う
た

め
に
は
よ
り
明
瞭
な
リ
ア
ル
タ
イ

ム
画
像
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
診
療
放
射
線
技
師
は
被

ば
く
線
量
を
低
く
抑
え
な
が
ら
、

必
要
な
画
像
を
提
供
す
る
役
割
と

し
て
装
置
の
導
入
と
と
も
に
手
術

室
で
他
の
手
術
室
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
治
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
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特 集 最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス

手
術
室
血
管
撮
影
装
置
導
入

◆
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
留
置
術
と

は
？腹

部
大
動
脈
瘤
の
治
療
の
一
種
で

す
。
腹
部
大
動
脈
瘤
と
は
腹
部
大
動
脈

に
で
き
た
こ
ぶ
の
事
で
、
平
均
発
症
年

齢
は
７
０
歳
前
後
で
、
高
血
圧
の
人
や

喫
煙
者
に
多
い
と
さ
れ
ま
す
。
見
つ
か

る
時
期
に
よ
り
大
き
さ
は
様
々
で
す

が
、
破
裂
す
る
と
大
量
出
血
し
命
に
か

か
わ
る
の
で
、
こ
ぶ
が
大
き
け
れ
ば
予

防
的
な
治
療
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
開
腹
し
て
人
工
血
管
を
い
れ

る
手
術
が
標
準
的
で
し
た
。
そ
れ
に
代

わ
っ
て
筒
状
の
金
網
が
付
い
た
人
工

血
管(

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト)

を
足
の

付
け
根
の
動
脈
か
ら
細
い
管(

カ
テ
ー

テ
ル)

で
挿
入
す
る
治
療
法
が
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
留
置
術
で
す
。
開
腹
手
術

に
比
べ
て
傷
口
が
小
さ
い
の
で
術
後

の
回
復
が
速
く
、
高
齢
者
に
も
負
担
は

少
な
く
な
り
ま
す
。

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
に
お
い

て
は
施
設
基
準
・
実
施
医
基
準
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
血
管
外
科

治
療
と
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
両
輪
と

し
て
高
い
技
術
に
よ
り
達
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
装
置
導
入
以
降
、
半
年
が

過
ぎ
、
２
０
症
例
以
上
を
経
験
し
て

い
ま
す
。

◆
新
し
い
装
置
の
特
徴

こ
の
装
置
は
Ｄ
Ｓ
Ａ(

D
i
g
i
ta

l

S
u
b
tr

a
ct

i
on

An
g
io

g
ra

p
hy

)

と
い

う
撮
影
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
画
像
処
理
に
よ
り
、
骨
な
ど

の
像
を
消
し
、
血
管
の
み
を
描
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
撮
影
法
で
す
。
大

口
径
の
カ
メ
ラ
で
一
度
に
広
い
範
囲

が
観
察
で
き
、
し
か
も
自
由
自
在
に

角
度
が
変
え
ら
れ
ま
す
。
必
要
な
画

像
は
即
座
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
長
時
間
の
透
視
に
も
耐
え
ま
す
。

術 前 術 後

移動型装置で血管描出、手術をナビゲート


